
続
け
て
き
た
歴
史
と
も
重
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
国
立
療
養
所
菊
池
恵
楓
園
の
箕

田
誠
司
園
長
に
ご
講
演
を
い
た
だ
き
、
ハ
ン

セ
ン
病
の
歴
史
に
学
ぶ
こ
と
で
、私
た
ち
が
、

差
別
と
立
ち
向
か
う
た
め
に
は
、
何
が
必
要

な
の
か
を
考
え
、
今
後
の
セ
ン
タ
ー
の
存
在

意
義
を
改
め
て
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
感
染
症
対
策
の
た

め
、
出
席
者
数
を
制
限
し
て
開
催
し
ま
す
。

式
典
の
模
様
は
、
来
月
号
で
紹
介
し
ま
す
。

役場環境保全課  環境保全係　☎096（293）3113

おおづおおづおおづの
大津町企業連絡協議会大津町企業連絡協議会大津町企業連絡協議会しごとしごとしごと

検索

木質リサイクル工場　令和２年８月開設
（森林事業部　木質リサイクル課）

【企業概要】
●所在地　　菊池郡大津町大林1447番地1
●業　種　　製造業
●従業員数　150人　
●事業内容　・各種金属製品の仕上加工
　　　　　　　（バリ取り、羽布研磨、機械加工、他）
　　　　　　・林業（森林管理保全）
　　　　　　・産業廃棄物収集運搬処分業、
　　　　　　　一般廃棄物処分業
　　　　　　　（木くず /木質チップ製造）　　など
●連絡先　　☎096（293）0753
●ホームページ　http://www.oozugiken.co.jp/

株式会社 大津技研

　株式会社 大津技研
 私達は、アイディアと技術力で品質を高め
お客様の新たなご要望と信頼に応えます

　㈱大津技研は、昭和60年設立以来、35年にわたり、輸送用
機器部品製造分野（二輪四輪部品をはじめとした各種金属製品
の仕上・羽布研磨・加工）を主要業務とし、全社員のたゆまぬ
努力と創意工夫、お客様のご助力により、品質・工程・コス
トなどで独自の事業システムを構築進化させてきました。
　平成21年に参入した林業分野でも、製造分野で培った独自
の事業システムを活用し、間伐や全伐・植林などの実績を積
上げてきました。今年 8月には更なる発展を目指し、木質の
一般、産業廃棄物を受入れ、高品質な木質チップを製造する

工場を新設し、再生可能エネルギー燃料
製造分野へ進出しました。
　今後も、独自の事業システムの応用に
より、複雑化・多様化するニーズに応え、
社会に貢献する企業として成長すべく、
全社員一丸となり、努めてまいります。大津技研　本社大津技研　本社

　

最
近
、
分
別
で
き
て
い
な
い
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
を
多
く
見
か
け
ま
す
。
分

別
が
で
き
て
い
な
い
と
、
分
別
す
る
手

間
が
か
か
り
、処
分
費
が
余
計
に
か
か
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
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間
違
い
や
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い
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連
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人
権
シ
リ
ー
ズ
企
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】

連
載
【
人
権
シ
リ
ー
ズ
企
画
】

連
載
【
人
権
シ
リ
ー
ズ
企
画
】

●
11
月
12
日
か
ら
25
日
は「
女
性
に
対

す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」期
間
で
す

　

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
は
、

女
性
に
対
す
る
暴
力
撤
廃
国
際
日
（
11
月
25

日
）
を
含
む
２
週
間
に
わ
た
り
全
国
で
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
暴
力
は
、
性
別
や
加
害
者
・
被
害
者
の
関

係
を
問
わ
ず
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
も
、「
配
偶
者
や

恋
人
な
ど
親
密
な
関
係
に
あ
る
、
ま
た
は

あ
っ
た
者
か
ら
振
る
わ
れ
る
暴
力
」
の
こ
と

を
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン

ス
）
と
言
い
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
は
身
体
的
、
精
神

的
、
経
済
的
、
性
的
な
も
の
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
形
が
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
暴
力
を
用
い
て
相

手
を
支
配
し
よ
う
と
す
る
行
為
で
す
。

　
Ｄ
Ｖ
被
害
者
は
女
性
だ
け
で
は
な
く
、
近

年
は
男
性
の
被
害
者
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
が
、
多
く
の
場
合
は
女
性
が
被
害
者
と

な
っ
て
い
ま
す
。
暴
力
は
、
人
権
を
著
し
く

侵
害
す
る
重
大
な
問
題
で
す
。

　
配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
や
性
犯
罪
、
売

買
春
、
セ
ク
ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な

ど
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
暴
力
を
振
る
う
人
に
一
定
の
タ
イ
プ
は

な
く
、
年
齢
、
学
歴
、
職
業
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
暴
力
を
振
る
う
理
由
も
さ
ま
ざ
ま
で
す

が
、
そ
の
背
景
に
は
、
女
性
を
男
性
よ
り
も

低
く
見
る
意
識
、
性
別
で
役
割
を
固
定
す
る

考
え
が
い
ま
だ
に
根
強
く
残
っ
て
い
る
こ

と
、
そ
し
て
男
女
間
の
経
済
格
差
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
女
性
に
対
す
る
暴
力
根
絶
に
は
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
「
暴
力
は
絶
対
に
許

さ
れ
な
い
」
と
い
う
意
識
と
正
し
い
認
識
を

持
ち
、
行
動
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
男
女
が
社
会
の
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
た
め
に

は
、
そ
の
前
提
と
し
て
女
性
に
対
す
る
暴
力

は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
な
の
で
す
。
加

害
者
と
被
害
者
を
生
ま
な
い
た
め
に
、
こ
の

運
動
期
間
を
き
っ
か
け
に
暴
力
や
人
権
尊
重

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
女
性
に
対
す
る
暴
力
根
絶
運
動
の
シ
ン
ボ
ル

　
暴
力
や
虐
待
の
被
害
者
に
と
っ
て
、
よ
り

安
全
な
世
界
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
１
９
９
４
年
に
ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ
ま

し
た
。

●
問
い
合
わ
せ　

　
役
場
人
権
推
進
課　
男
女
共
同
参
画
推
進
係

☎
０
９
６（
２
９
３
）７
９
２
０

■
町
人
権
啓
発
福
祉
セ
ン
タ
ー（
隣
保
館
）

　
開
館
40
周
年
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
す

　
今
年
、
町
人
権
啓
発
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
隣

保
館
）
は
、開
館
か
ら
40
年
を
迎
え
ま
し
た
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
支
援
や
協
力
を
得
な
が

ら
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
問
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
開
館
40
周
年
を
記
念
し
て
、
次

の
と
お
り
、
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　
11
月
７
日
（
土
）

　
　
　
　
受
付　
午
前
９
時

　
　
　
　
開
会　
午
前
９
時
30
分

●
内
容　
記
念
講
演

　
「
ハ
ン
セ
ン
病
の
歴
史
に
学
ぶ
」

●
講
師　
国
立
療
養
所
菊
池
恵
楓
園
園
長　
　

　
箕み

田た　
誠せ
い
司じ

さ
ん

　
私
た
ち
を
取
り
巻
い
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
問
題
は
、
人
の
心
に
根

付
く
不
安
を
掻
き
立
て
、
人
権
侵
害
に
発
展

す
る
事
例
も
数
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
患
者
の
皆
さ
ん

が
、
国
の
誤
っ
た
政
策
に
よ
り
、
翻ほ
ん
弄ろ
う
さ
れ

●
問
い
合
わ
せ　

　
　
役
場
人
権
推
進
課　
人
権
推
進
係

☎
０
９
６（
２
９
３
）７
９
２
０

●
樹
木
粉
砕
車
が
や
っ
て
き
ま
す

　
家
庭
の
庭
仕
事
な
ど
で
出
た
剪
定
枝

や
木
く
ず
を
チ
ッ
プ
と
し
て
リ
サ
イ
ク

ル
し
ま
す
。
処
理
を
希
望
す
る
人
は
、

期
限
ま
で
に
予
約
を
し
て
、
グ
リ
ー
ン

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー（
日
野
総
合
管

理
）か
次
の
実
施
場
所
ま
で
お
持
ち
く
だ

さ
い
（
戸
別
収
集
は
行
い
ま
せ
ん
）。

●
日
時　
11
月
21
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
８
時
45
分
～
正
午

●
予
約
期
限　
11
月
19
日（
木
）

●
費
用　
無
料

●
処
理
で
き
な
い
も
の

・
木
の
根
や
木
の
実
が
つ
い
た
枝　

・
竹　
・
ハ
ゼ
ノ
キ
（
漆
類
）

・
直
径
10
㎝
を
超
え
る
枝　
な
ど

※
直
接
搬
入
も
で
き
ま
す
。
ご
希
望
の

　

際
は
役
場
環
境
保
全
課
ま
で
処
分
料

　
免
除
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
特
設
人
権
相
談
の
お
知
ら
せ

　

人
権
擁
護
委
員
が
人
権
相
談
に
あ
た

り
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
日
時　
11
月
27
日
（
金
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
場
所　
役
場
仮
庁
舎
２
階
会
議
室

場所
つつじ台

地域学習センター
陣内地区

公民館分館
生涯学習センター

駐車場
美咲野

中央公園
グリーンリサイクル

センター
日野総合管理

時間
午前８時45分～　　
  　        ９時15分
午前９時30分～

　  10時
午前10時15分～

         　10時45分
午前11時～　　

　　　　 11時30分

午前９時～正午  　           

周回

直接
搬入

汚れている
プラスチック製ごみ

バケツ

プランター

ビニール製品ピンチハンガー

おもちゃ
ゴム製品

ライター

内側を洗え
ない容器

金物類が
混じっているもの

パープルリボン

●燃やすごみ●不燃・埋め立てごみ
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